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― そなえよつねに ―    団委員長 池 澤 榮次郎 

 スカウトシーズンの夏が終わりました。 

今年の夏もかなり暑い日が続きましたが、比叡山の天台キャンポリーと鳥取県 

の大山での 50 周年記念キャンプは、思い出に残る楽しいキャンプでした。 

また、来年の夏に向かってスカウト活動に励みましょう。 

 ボーイスカウトの「モットー」は「そなえよつねに」であり、スカウトの記章 

にも明記されています。モットーとは「行動の目標や指針として普段から心掛けて 

いること」で、「標語」とも訳されています。 

 台風や地震などの災害に備えて日頃から準備することも「そなえよつねに」ですが、子供の時に思

う「なりたい人」や「したい仕事」の希望をかなえるために、日頃から準備（学習や体験）すること

も「そなえよつねに」です。スカウトは「そなえよつねに」が一番大事です。 

 

―各隊 8 月の活動・トピックス―                                              

○ ビーバースカウト（ＢＶＳ）隊 

「５０周年記念キャンプ」  ＢＶＳ隊長 中住 直哉  

加古川 2 団 50 周年記念キャンプが 8 月に開催され、保護者 

の方や団委員さんのバックアップのもと、ビーバー隊も 2 泊 3 

日のキャンプに参加させて頂きました。 

どしゃ降りの雨、ベンチャー隊と一緒に作ったカレー、そし 

てかたづけの時、なかなか合格が出なかった鍋みがき。初めて 

見る天の川、大きな流れ星、カヌー体験、大きな声を出して       いただきます～。 

頑張ったキャンプファイヤー、凍えそうなぐらい冷たい水の沢登り。着替えや荷物整理も大変だった

けど、みんなよく頑張りました。帰り際には、 

三日間お世話になったほのちゃん（青年の家の指導 

員）に「よくがんばったね」と褒めてもらい、ハイ 

タッチをして 

もらいました。 

      加古川では、 

なかなか体験 

できない事ば 

かりで、子供 

たちにとっても、   みんなのりのりのキャンプファイヤー 

  ほのちゃんのお見送り        とても印象に残るキャンプだったのではないかと思います。 

 

               



○ カブスカウト（ＣＳ）隊             

「夏の活動」  ＣＳ隊長 坂田 洋子 

 8月、スカウト達は盛り沢山の活動がありました。 

大山青年の家で行われた５０周年記念キャンプでは、カヌーや沢登り体験をしました。 

また夜は、「怖い、怖い」肝試し、楽しいキャンプファイヤーは見ている私達がウルッとする素晴ら

しいスタンツもありました。 

 大山は、加古川の町ではあまり見られない、沢山 

の星、星、星と天の川、綺麗だったなぁ～ 

空気も美味い二泊三日の楽しい記念キャンプでした。 

 班活動の日、お世話になった大山の施設へ御礼の 

手紙を書きました。最近では、手紙を書く事が少な 

くなりましたが出来る限りチャンスがある時は、 

お便りを書きたいと思います。 

 8月 29日、年間計画にある工場見学では、大阪の 

造幣局へ行きました。スカウト達は「お金」につい 

て、目を輝かせて説明を聞き、見学していました。    きもだめしのおばけたちと・・やっと笑顔。 

この夏休み、スカウト達はとても思い出に残る活動をしました。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメンボーになった気分!! 

                                  造幣局 「こっこっ・・これは・・!!」 

○  ボーイスカウト（ＢＳ）隊 

「ウォーター・アドベンチャー」 ＢＳ隊長 中田 直文 

ボーイ隊は、８月１８日～２０日（２泊３日）に開催 

された「５０周年記念団キャンプ」にスカウト１４名、 

リーダー３名が参加しました。到着早々、どしゃ降りの 

雨に迎えられ、「変わりやすい山の天気」を実感させられ 

ました。 

期間中は、大山の豊かな自然の中でカヌーや沢登りの 

アドベンチャーを体験するとともに、「班のみんなで協力 

する」「時間を守る」「低学年のスカウトの見本となる」        朝のつどい 



といった本来の訓練もしっかりと実践できたことで、メリハリのついたキャンプとなりました。 

中には『今まで参加したキャンプの中で一番楽しかった』と 

いう感想を言うスカウトもおり、文字通り「思い出（記念）」の 

１ページになったのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      沢登り「大山の水・超冷てぇー」 

 

ベンチャースカウト（ＶＳ）隊 

「仲良し四人」   ＶＳ隊長 幹 敬盛 

 VS 隊からの記念団キャンプへの参加は女子スカウト４名でした。ビーバー～団委員までの混成メン

バーでのカレー作り・沢登りなど盛りだくさんのプログラムをこなしながら、下隊スカウトへのフォ

ローを行わなければならないこともしばしばありましたが、湖でのカヌーやキャンプファイヤー後の

花火など自分たちの時間も楽しく過ごしていたようです。これからの隊独自の活動への良いステップ

になってくれればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           やっぱ、キャンプの夜は、これですよ・・。 

 

 

    朝の集い・・まだチョットねむ～い ! 

 

 

 

 ボーイスカウト活動に関心のある方・入隊を希望される方は、団 HP（「ボーイスカウト加古川

第 2 団」（検索））のメールでアクセス頂くか 団本部 鶴林寺宝生院 電話 079-422-6064 へお

問い合わせ下さい。見学・体験入隊はいつでも可能です。 

  ボーイスカウト加古川第 2 団では、君の入隊をまっています。 


